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【手続補正書】
【提出日】平成25年4月4日(2013.4.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　面光源を除く、面上に配列された光源と、該光源の発光面に対向して配置される入射面
、該入射面に対向する第１の出射面及び該入射面と第１の出射面とをつなぐ第２の出射面
を備えた光学素子と、を含む照明装置であって、
　該発光面の中心を第１の点、該発光面の縁の点を第２の点とし、第１の点を通り、該発
光面に垂直な軸を該光学素子の光軸として、該光学素子の第１の出射面は、周縁に対して
該光軸付近が窪んだ形状を有し、該光軸及び第２の点を含む、該光学素子の断面において
、第１の点に対して前記光軸から１５度の見込み角の位置にある第１の出射面上の点を第
３の点とし、第２の点から射出して光軸に平行に進む光線が第１の出射面と交差する点を
第４の点とし、第１の点を原点とし、第１の点と第２の点とを結ぶ軸をＸ軸として、第１
の出射面の該光軸から最も離れた点のＸ座標は、第２の点の値の１．５倍以上であり、第
１の出射面は、Ｘ座標が第３の点の値以上である領域の８０％以上の領域で、第１の点か
ら射出した光の入射角が臨界角以上であり、Ｘ座標が第４の点の値以下である領域の８０
％以上の領域で、第２の点から射出した光の入射角が臨界角より小さいように構成された
照明装置。
【請求項２】
　面光源を除く、面上に配列された光源と、該光源の発光面に対向して配置される入射面
、該入射面に対向する第１の出射面及び該入射面と第１の出射面とをつなぐ第２の出射面
を備えた光学素子と、を含む照明装置であって、
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　該発光面の中心を第１の点、該発光面の縁の点を第２の点とし、第１の点を通り、該発
光面に垂直な軸を該光学素子の光軸として、該光学素子の第１の出射面は、周縁に対して
該光軸付近が窪んだ形状を有し、該光軸及び第２の点を含む、該光学素子の断面において
、第１の点に対して該光軸から２５度乃至６０度の見込み角の領域において、第１の出射
面は、第１及び第２の点を結ぶ直線に対する角度が２０度以下の角度をなす領域を有し、
第１の点に対して前記光軸から１５度の見込み角の位置にある第１の出射面上の点を第３
の点とし、第２の点から射出して光軸に平行に進む光線が第１の出射面と交差する点を第
４の点とし、第１の点から射出して第３の点に至る光線の第１の出射面への入射角をθ１

３、第１の点から射出して第４の点に至る光線の第１の出射面への入射角をθ１４、第２
の点から射出して第３の点に至る光線の第１の出射面への入射角をθ２３、第２の点から
射出して第４の点に至る光線の第１の出射面への入射角をθ２４、臨界角をθｃとして、
【数１】

である照明装置。
【請求項３】
　面光源を除く、面上に配列された光源と、該光源の発光面に対向して配置される入射面
、該入射面に対向する第１の出射面及び該入射面と第１の出射面とをつなぐ第２の出射面
を備えた光学素子と、を含む照明装置であって、
　第２の出射面の該入射面に近い領域は、該発光面に対して垂直の方向から外れた方向に
射出された光線の一部を内部全反射により導光することで、該光学素子内部において、該
発光面からの距離がＨであり、該発光面に平行な平面に該発光面を投射した形状の仮想発
光面を形成するように構成され、Ｈは、該発光面の面積をＡとして、
【数２】

を満たし、該仮想発光面の中心を通過する前記光軸から１５度の見込み角の光線が存在す
る範囲の値であり、
　該仮想発光面の中心を第１の点、該仮想発光面の縁の点を第２の点とし、第１の点を通
り、該仮想発光面に垂直な軸を該光学素子の光軸として、該光学素子の第１の出射面は、
周縁に対して該光軸付近が窪んだ形状を有し、該光軸及び第２の点を含む、該光学素子の
断面において、第１の点に対して前記光軸から１５度の見込み角の位置にある第１の出射
面上の点を第３の点とし、第２の点を通過して光軸に平行に進む光線が第１の出射面と交
差する点を第４の点とし、第１の点を原点とし、第１の点と第２の点とを結ぶ軸をＸ軸と
して、第１の出射面の該光軸から最も離れた点のＸ座標は、第２の点の値の１．５倍以上
であり、第１の出射面は、Ｘ座標が第３の点の値以上である領域の８０％以上の領域で、
第１の点を通過した光の入射角が臨界角以上であり、Ｘ座標が第４の点の値以下である領
域の８０％以上の領域で、第２の点を通過した光の入射角が臨界角より小さいように構成
された照明装置。
【請求項４】
　第２の出射面は、該発光面に対して垂直の方向から外れた方向に射出された光線の一部
を内部全反射により導光する、該入射面に近い第１の領域と、第１の出射面で全反射され
た光を外部に射出させる、第１の出射面に近い第２の領域とを備えた請求項３に記載の照
明装置。
【請求項５】
　面光源を除く、面上に配列された光源と、該光源の発光面に対向して配置される入射面
、該入射面に対向する第１の出射面及び該入射面と第１の出射面とをつなぐ第２の出射面
を備えた光学素子と、を含む照明装置であって、
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　第２の出射面の該入射面に近い領域は、該発光面に対して垂直の方向から外れた方向に
射出された光線の一部を内部全反射により導光することで、該光学素子内部において、該
発光面からの距離がＨであり、該発光面に平行な平面に該発光面を投射した形状の仮想発
光面を形成するように構成され、Ｈは、該発光面の面積をＡとして、
【数３】

を満たし、該仮想発光面の中心を通過する前記光軸から１５度の見込み角の光線が存在す
る範囲の値であり、
　該仮想発光面の中心を第１の点、該仮想発光面の縁の点を第２の点とし、第１の点を通
り、該仮想発光面に垂直な軸を該光学素子の光軸として、該光学素子の第１の出射面は、
周縁に対して該光軸付近が窪んだ形状を有し、該光軸及び第２の点を含む、該光学素子の
断面において、第１の点に対して該光軸から２５度乃至６０度の見込み角の領域において
、第１の出射面は、第１及び第２の点を結ぶ直線に対する角度が２０度以下の角度をなす
領域を有し、第１の点に対して前記光軸から１５度の見込み角の位置にある第１の出射面
上の点を第３の点とし、第２の点を通過して光軸に平行に進む光線が第１の出射面と交差
する点を第４の点とし、第１の点と第３の点を通る線分と、第２の点と第３の点を通る線
分が成す角度をθ１３２、第１の点と第４の点を通る線分と、第２の点と第４の点を通る
線分が成す角度をθ１４２、臨界角をθｃとして、
【数４】

である照明装置。
【請求項６】
　第２の出射面は、該発光面に対して垂直の方向から外れた方向に射出された光線の一部
を内部全反射により導光する、該入射面に近い第１の領域と、第１の出射面で全反射され
た光を外部に射出させる、第１の出射面に近い第２の領域とを備えた請求項５に記載の照
明装置。
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